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概ね正答できていた問題

国語）・漢字を読む

・文章の書き方の工夫を選ぶ

算数）・四則計算
・式に示された数量関係を示す図を理解する
・平行四辺形の特徴を選ぶ

理科）・メダカの雌雄を見分ける
・温度のグラフから打ち水の効果を理解する

・塩化ナトリウムの化学式を書く



教科の調査結果

小学校調査 中学校調査

国語 算数 理科 国語 数学 理科
Ａ

（知識）
Ｂ

（活用）
Ａ

（知識）
Ｂ

（活用）
★

Ａ
（知識）

Ｂ
（活用）

Ａ
（知識）

Ｂ
（活用）

★

全国
平均正答率

70.0% 65.4% 75.2% 45.0% 60.8% 75.8% 65.8% 64.4% 41.6% 53.0％

桑名市
平均正答率

全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

やや高い
全国と比べて

ほぼ同じ
全国と比べて

ほぼ同じ

三重県
平均正答率

68.0% 65.3% 74.8% 44.1% 59.2% 75.0% 64.3% 64.3% 40.6% 51.9％

※平均正答率については、全国、三重県、桑名市いずれも公立校のみの結果を集計し
た値です。
※平均正答率概要については、全国と桑名市の差違が±2.0ポイント以内を「ほぼ同じ」、
±2.0～4.0を「やや高い・低い」と表しています。
★理科の調査については「知識」と「活用」の問題が一体的に出題されました。



国語Ｂ問題における無回答率の推移
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問題例
小学校
国語

●正答率１６．６％

コラムを読み、

筆者が引用している

言葉を書き抜く

読書という



※問題例
(小学校)

算数

●正答率１４．２％

示された情報から

基準量を求める場面

ととらえ、比較量と

割合から基準量を

求めることができる

か。

式
４８０÷１．２＝４００

答え ４００ｍL



問題例
（中学校）
国語

●正答率２２．７％

複数の資料から

適切な情報を得
て、

自分の考えを書く



※問題例
（中学校）

数学

●正答率

１０．６％

映像の明るさを２

倍にする投影画面

の大きさを選び、

その理由を数学的

な表現を用いて説

明する

イ
映像の明るさは投映画面の
面積に反比例するから，
投映画面の面積を倍にすると，
映像の明るさは２倍になる。



＜小学校＞

国語では、

目的や意図に応じて内容を整理して書けない

算数では、

数学的な考え方をもちいて説明できない

理科では、

観察や実験の操作をその理由まで理解できていない

正答率の低い問題からみえる弱み



＜中学校＞

国語では、

自分の考えを根拠をもとに書くこと

数学では、

理由を数学的な表現を用いて説明すること

理科では、

実験を自然現象の仕組みと関連させること

正答率の低い問題からみえる弱み



いろいろな題材や資料から出題されている

最近の問題より



平成２４年度 中学校 数学Ｂ問題

不確定な事象について、目的に応じて資料を収集して整理し、
資料の傾向を読み取って問題を解決できるようにする。

ヒストグラム=柱状グラフ



平成２６年度 小学校 算数Ｂ

日本の伝統文化をテーマにした出題。（お箸）

（正答例）

まず、妹の一あたの長さを求める
ために、妹の身長の１０％の長さ
を計算します。
１４０×０．１＝１４で、約１４cmに

なります。次に、妹のはしの長さ
を求めるために、妹の一あたの
長さを１．５倍します。１４×１．５
＝２１で、約２１cmになります。
答え 約２１ｃｍ



平成２６年度 中学校 国語Ｂ問題

日本の伝統文化をテーマにした出題。（落語「目黒のさんま」）



平成２７年度 小学校 国語Ｂ問題

とんち話「びょうぶのとらのお話」から出題。最後のとのさまの言葉を
どんなふうに工夫して音読するか根拠をもとに説明させる問題。



平成２７年度 小学校 算数Ｂ問題

単位量当たりの
大きさを用い
て、目的に応じ
た買い物の仕方
を選択し、代金
を求める。

６３０円



平成２７年度 中学校国語 Ａ問題

国語では、昨年度、竹取物語
の漫画からの出題。漫画から
の出題は初。

※出典
平田喜信監修
『くもんのまんが 古典文学館 竹取物語』
（平成３年９月 くもん出版）



平成２８年度 中学校 国語Ｂ問題

漆のイベントのちらしからの出題。文章からだけでなくさまざまな媒
体から必要な情報を得ることができる力が求められている。



平成２８年度 中学校 数学Ｂ問題

中学生が問題を作っている場面から。問題に必要な条件（前提条件）
が不足している状況で、必要とされる条件を選び、理由とともに説明
する問題。



児童生徒質問紙の結果から見た
桑名の子どもの姿



【小学校】
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【中学校】
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人の役に立つ人間になりたい！
過去３年間 ９割以上
小学校（％） 中学校（％）

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
人の役に立
つ人間にな
りたいと思
う

９５．０ ９２．８ ９４．４ ９２．２ ９３．４ ９４．８

人の気持ち
が分かる人
間になりた
いと思う

９２．５ ９２．５ ９３．６ ９４．４ ９４．１ ９５．５



いじめはダメ！約９５％

 いじめはどんなことがあってもいけないと思う

 ※桑名市（％） （ ）内は全国

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

小学校
９６．５
（９５．９）

９６．１
（９６．４）

９６．２
（９６．２）

中学校
９０．２
（９３．５）

９１．５
（９３．４）

９４．４
（９３．７）



桑名市では、

★「自分には良いところがある」

と回答する児童生徒は全国より高く、

自己肯定感や自己有用感が高い傾向にある。

しかし、家庭での学習や生活には気になることが・・・



平日１日当たり携帯電話やスマートフォンで３時間
以上通話やメール・インターネットをする（中学校）
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携帯電話やスマートフォン
の所持率（桑名市）

43.9

51.6 51.9

73.0
79.9

81.6

40

45

50

55

60

65

70

75

80

85

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

小学校６年 中学校３年



＜平日の過ごし方＞

●２時間以上、テレビ・DVDなどを見ている

小６ ６２％ （全国５９％）

中３ ６１％ （全国５６％）

●２時間以上、テレビゲームをしている

小６ ２８％ （全国３０％）

中３ ３８％ （全国３６％）

携帯スマホの利用、テレビの視聴、

テレビゲームの使い方に課題



平日に１時間以上家庭学習をする
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休日に１時間以上家庭学習をする
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読書の時間が少ない
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３０分以上１時間より少ない

１０分以上，３０分より少ない
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「平日、１日当たりどれくらいの時間
読書しますか」という質問の回答



学校では

○ほとんどの学校が

朝の読書など一斉読書の時間を設定している。

小学校では

桑名市９３％（全国６１％）

中学校では

桑名市８０％（全国８０％）



めあてが示され、ふりかえりを行う授業であったか？

①めあてを示した ②授業の振り返りを行った

小学校 小学校

教員は９６．３％ 教員は７７．８％

↓ ー16.7% ↓ ー11.5% 

児童は７９．６％ 児童は６６．３％

中学校 中学校

教員は８０．０％ 教員は７７．０％

↓ ー12.8% ↓ ー30.2%

生徒は６７．２％ 児童は４６．８％

学校では

＜授業づくりのポイント①②＞



＜桑名市の生徒指導上の課題からみえる家庭の実態＞



家庭教育の基盤である家庭の状況が

以前とは大きく変容してきている。

気になる実態

 ①親の抱える様々な事情で、養育状況が心配な家庭

 ②子ども自身の発達課題に伴う養育の難しさに悩む親

 ③子育てよりも、自分の生活を優先する親の意識

 →これらに左右されてしまう「子どもたち」や

 「学校」の教職員



夢を持ち その夢に向かって
努力する子を 育てます。

（桑名市教育大綱 基本理念）

『くわなっ子教育ビジョン』の策定をすすめます。

視点１）未来を切り拓く「生きる力」の育成

視点２）子どもたちが生き生きと生活できる支援

視点３）郷土に誇りを持ち、生涯にわたり

学び続ける環境



桑名の子どもたち、
学校、家庭、地域に何を求めるか？

これからの時代を担う子どもたちに

 求められる『学力』とは


